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鳥海山麓冬師の植生

高田順＊

こに報告することとした。

本文を草するにあたり御助言を賜わった横浜国大環境

科学研究センター助教授奥Ⅲ重俊先生、文献等について

もお世話いただいた東北大学理学部菊地多賀夫先生、調

査に協力を惜しまれなかった越前谷康氏・堀井雄治郎氏

・関山耕太郎氏、コケ類の同定をしてくださった高橋祥

祐氏の各位に対して衷心より感謝申し上げる。

終りに本報告について発表の機会を与えられた秋川県

立博物館の館長および関係各位に深く御礼申し上げる。

Iはじめに

冬師は鳥海山の北側Ill麓に位置し、イi政区削上は秋Ill

県由利郡仁賀保町に属する(Figl）。’1本海から冬師ま

では直線距離にして約liteである。冬師部落の南側に鳥

海Illに向って小丘と凹地の連続する特異な地形が展開す

る。全体は緩やかな台地状を示し、海抜高度は凡そ350

m,から450mの間にある。冬師の自然利川については古

くから薪炭林として利用されたほか、戦前から戦後にか

けては馬や牛の放牧に用いられた。その結果冬師はスス

キ草原を主とした植生景観として知られ、1976年にその

一部は県の自然環境保全地域に指定された。
41）

冬師の植物学的調査は前記指定のための松Illによるも

のがあるのみである。筆者はこの地域の植生やフロラに

注目し1971年から予備的な調査を行なっていたが、1978

・79のi刈年に亘ってその植生の概要を調査し得たのでこ

Ⅱ調査地の概要

冬師Ill地域（以ド冬師と呼ぶ）は前述のように小丘と

凹地の連続で全体が南北に約1／30の緩やかな傾斜をな

している(Ph.l．2)。東側は20｡～:-;0.の斜面で海抜600

-700mに達し、いわゆる鳥海叢杉の自生地に連なる。
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高田

西側は海抜約500mの仁賀保高原を経て象潟町に接し日

本海に達する(FiR.5)。象潟1111は暖流の彬紳によりほぼ

北限のタブ林が存することで著名である。

このような小起状に富む平畑地は古いI昨代における鳥

海山北東斜面の大噴火の際の火1ll泥流によって谷部が埋

没し、その後の開析によって生じた地形とされている。

この地域一帯は巨大な埋れ木の産地であり、そのMP測定

により火山泥流の発生は約2600年前と推定する報告もあ

る。火1l｣泥流は岩石や火山砕屑物を含む巨大な土石流で

あり、その堆積量は測り知れないものがあり、場所によ

る堆積量の大小も単純な想像を許さない要素を含む。し

かし残丘の切通しを観察すると火山灰胴と考えられる赤

褐色の土の中に大小さまざまな岩石や磯が散在し、さら

に春季まだ植生が伸びない間には至る所に岩石が裸fliL

ていることなどから、小凸地は火山泥流の残丘であり凹

地は谷部に腐植等の堆積した部分であることが容易に推

測される(Ph.3．d)。調査範囲内には大潟溜池．琵琶沼

・長谷地・他二つの大きな溜池がある｡これらは主とし

て潅概用に作られた比較的歴史の浅いものと思われる。

さらに小さな池沼が点在しており、その周辺には種々の

植生が発達し、さまざまな形の遷移途上の湿原が観察さ

れる。また水路や細流の縁、地下の不透水層により極め

て地下水位の高い部分等、水分の供給の多い場所をハン

ノキ林が占める。小丘は比高lOm,内外で急傾斜のものが

多くススキ草原に覆われる。ススキ草原は冬師の植生の

最大面械を占める。

この地域一帯は民有地であるが大潟澗池の東側には国

有林があり、スギ･アカマッ・カラマツの植林が行われ、

一部には広い落葉広葉樹林が残されている。この森林は

主としてミズナラやシナノキが優占し、ブナは全く見ら

れない。この林内の地形も小丘と凹地の連続であり、凹

地にはやはりハンノキ林が成立している。このパターン

は東側斜面に至るとブナが出現し別の森林構成となる。

林野当局の資料によれば冬師の地質は第四紀安山岩類

として表わされる。平坦部の土壌は乾性～適潤性黒色土

であり、東側斜面より上部では乾性～適潤性褐色森林土

とされている。いずれも岩石地ないしは崩稿土と表示さ

れる部分が多く火山噴出物の影響を色濃く残しているせ

き悪な土壌と考えられる。

気候については適当な観測ステーションがなく、冬師

北方2femの釜ケ台部落の農業気象によりその一端を知り

得た(右表)。気温は秋旧県内の同海抜地と大差ないもの

と考えられる。風向・風速については確たるデータはな

いが、地形の上からも強風の日が多いことは想像され、

順

釜ケ台の気温（｡c

日平均｜｜最高日最低

6/117.021.112.8

721.625.617.5

821.625.217.6

9i17.022.012.2

1011.316.76.2

II岬Ⅱ52年と53年の相加平均値

事実調査中しばしば経験されたことである。械雪量につ

いては鳥海Ill麓は名にしおう豪雪地帯であり、冬師もそ

の例外ではない。

現存植生としてのハンノキ林・ミズナラ林・ススキ草

原・湿原は、環境の上から地形や土壌を第一とし、低温

・深雪・土地利用などの諸条件が機能した結果と考えて

よいものであろう。

Ⅲ調査の方法

調査はBraun-Blanquetの方法によった。これには主

として宮縦参考とした。
植生調査は1973.1978.1979年にわたり、得た野外植生

調査資料数は|奥l連するものを含めて115にのぼる。さら

にこの地域のフロラ調査も平行して進めたので20回以上

の現地踏査を行った。その結果、春季におけるスミレ類

の調査によりナガハシスミレとオオタチツボスミレがか

なり他所的であること、Asarumではオクエゾサイシ

ンがなくすべてウスバサイシンであること、Spring

ephemeralが少ないこと、6月におけるCarexの精査に

より湿原でのIll葉形植物の識別が可能であったことなど、

ともすれば判別困難な種について比較的正確に種組成表

上に反映することができた。

今回は冬師の全植生単位を明らかにするのが目的では

なく、地域の特色を具備している代表的な自然ないしは

半自然の植生に対象を限った。そのため植生の拡がりが

明瞭でありながら人工的な植林であるスギ林やアカマツ

林、人為の影響の極めて強い代償植生である路傍の群落

などは調査から除かれた。また自然植生ではあるが小規

模な挺水植物群落、戯的把握が不十分となる恐れのある

沈水植物群落等は観察にとどめ、報告からは省かれた。

野外調査に際しては海抜高・傾斜・方位・隣接群落な

ど周囲の条件も記録された。調査区内の全出現種につい
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烏海Il｣麓冬師の植生

て階層ごとの被度・群度が測定された。

こうして得られた野外植生調査資料は内業により表操

作され、類似した植生にまとめられた。これらは既知の

研究により該当する植生区分がある場合には群集名を、

他の場合は局地的または資料の渠積が不十分なものとし

て群落の呼称が与えられ､区分表に示された価ab.l～6)。

さらに現地踏査とNaturalcolorの空中写真をもとに

して、抽出された植生単位により現存植生図が描かれた

Ⅳ調査結果

1ハンノキ林(Tab、1)

タチアザミーハンノキ群集

Cirsio-Alnetumjaponicae

冬師の植生棚観はススキ草原とハンノキ林によって代

表される(Ph､21)。春季の一面に褐変したススキ草原の

一部にけぶるようなハンノキ林(Ph､22<が立ち、林床に

ミズバショウやエゾノリュウキンカの一斉に開花してい

る状態は強い印象を与える(Ph､23)。やがてミズバショ

ウは大きな葉を拡げ、ハリガネスゲ・コジュズスケ､・グ

レーンスゲなどのスケ．類が開花結実する初夏に向う。秋

になると林床植物の衰退は早く一般に林内の草本層の植

被率は高くない。ハンノキの落葉は遅く、ブナやカエデ

類が紅葉しているII)ﾉj半ばでもまだ．青々としており、独

得な色調でもありNaturalcolorによる空巾写真では容

易に､卜I]別できる。

冬師のハンノキ林は大潟溜池から冬師部落までの間の

所々に50～100m,四方の拡がりで分散しており､大きな集

団でも長径が200m梶度にとどまる。これらの植分の間

を帯状にハンノキの並木が連絡し全体として花練模様を

表わす。残丘と残丘の間、湿原の周辺、小而砿の停滞水

の部分などの高木のほとんどはハンノキである。これら

のハンノキ林の大部分は調査の対象となり得ない細長い

形状の植生断片であり、今回の植生調査ではより大規模

なものを選択して行われた。また大潟溜池東fflの落葉広

葉樹林中の凹地でも一部ヤチダモの純林を脱え､30～100

m四方程度のハンノキ林が散在する(Ph.25)。これらの

ハンノキ林も調査され、組成表において比較検討された。

その結果あわせて12の植生調査資料が区分表にまとめら

れTab.1に示された。

秋[{1県内のハンノキ林は沖積低地の開Ⅱlにより急激に

その姿を消し、現在知られているまとまった森林はこの

冬師と仙北郡Ill沢湖町刺巻の群落のみと脅えられている。

当然植生についての報告も少なく、本地域についての松

it,"隣接する南由利原についての断片的な報告が知られ

ている｡五輪坂周裂女錫報告は本報と同様の調査方
法がとられているが、いずれもハンノキ群落として数例

示されているにすぎない。以上の報告は森林の面積や規

模から考えて秋Ill県におけるハンノキ林の自然に近い姿

を伝えるものとしては不充分なものである。我が国の中

部地方以北の平野部におけるハンノキ林についての報告

は数多いが、上記の事情についてはほぼ同様と考えられ

る。

I災|東地方で多く用いられているイボタノキーハンノキ

群落(武蔵丘跳か)、ｺﾑﾗｻｷー ﾊﾝﾉｷ群落(千
葉綱、ｵﾆｽゲー ﾊﾝﾉｷ群集･づﾏギー ﾊﾝﾉｷ群
熱よどはいずれもﾔブﾂバｷクラス域の群落とされ､冬
師とは櫛成種に大きな差異が見られる。一方北陸地方で

はｷﾀｺプｼー ﾊﾝﾉｷ群落(富山閏が記録されてお
り、裏日本沖積低地の湿性林を特徴づける群落と位置づ

けされているが、これもヤブッバキクラス域の群落と見

なされている。またトネリコーハンノキ群落（新潟県上

越地禦小千小はﾊﾝﾉｷ・トネリコ･ハイイヌツゲ
･ツボスミレ．コバノカモメヅルを区分種として記録され

たが、二次的なハンノキ林発達の初期とされ、人為の影

響の大きい群落で冬師のハンノキ林とは一致しない。

冷温帯の自然に近いハンノキ林の植生調査は主として

館脇ほ澱伊藤.遠ufi新継により北海道で行われて
いる。'I'部地方長野県はブナクラス域が広くIll地帯にお

けるまとまったﾊﾝﾉｷ林植生も報坐れている｡東北
地方においては会津盆f宮城県川幾の調査がある。
これらのハンノキ林については調査方法の違いや組成表

の不州、極の分類の仕方の違い等もあり、さらに林床植

物における構成種の速いから同一の群落かどうかの判定

は困難が大きい。北海道のハンノキ林とのスケ．届植物の

差異、長野県菅平との局地的な狭分布種の採用等はその

例である。ただ長野県低地において記録されたハンノキ
49）

－ヤチダモ群落は種構成上で最も類以した群落と言って

よいであろう。

宮脇らは岩手喋姥屋倣のハンノキ林を凋査し、タチア

ザミーﾊﾝﾉｷ群難記載した｡この中で排水がわるく、
貧従であること、環境が富養になるとヤチダモが多くな

りハルニレ群集に移行すること等が報告されている。群

集及び上級単位の標徴種としてハンノキ・ヤチダモ・タ

チアザミ・クロウメモドキ･ツボスミレ･イソノキ･サ

クラソウが、他の森林に対する区分種としてミズバショ

ウ．ヤマドリゼ､ンマイ．ツリフネソウ・ノリウツギ・カ

ンボク・ヒメシダ・イヌエンジュ･コバイケイソウ･オ

オウバユリ．タチギボウシ・ヒメシロネ・グレーンスゲ
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・ゴウソ・オニウコギ・ミタケスゲ・ハイイヌツケ､・ヨ

シがあげられている。サクラソウ・コバイケイソウなど

冬師全体に分布しない若干の種の存在を考慮しながら、

姥屋敷は同じ裏日本気候に属すること、火山の山麓地帯

であること、海抜高度など立地上の共通点が多いので、

冬師のハンノキ林植生を組成表に組み、タチアザミーハ

ンノキ群集と比較した。

冬師のハンノキ林は大部分樹高10m前後、DBH20ai程

度の未成熟のほぼ一斉林である。ただ前述のミズナラ林

内に出現するものは周囲の高木との光条件の競争のため

と何よりも人為の影響が少ないことにより樹高も20ra,を

こし、見事な純林を形成している。T,層にはハンノキの

他にわずかにヤチダモが混じる。湿地内の小凸地にウヮ

ミズザクラやミズナラが第2層に生じることがよくある

が大部分の場合Ⅲ1]定から除外した。この小さな島はその

部分だけ全くのミズナラ林でありササ類やマルバマンサ

クなどのブナ林要素を伴う。凸状部は直径1m～5771,程

度である。これとは別にハンノキの根元がわずかに盛り

上り、ヤマドリゼンマイやタニヘゴを選択的に生じるこ

とがあり、小凹地に生じるミズバショウ(Pho24)とは明

らかに対象的であるが、この両者についてはハンノキ林

内のミクロな変化とみなし一体として取り扱った。低木

層にはミヤマウメモドキ・ケナシヤブデマリ・ノリウツ

ギ・ミヤマイボタ等が多い。ズミは測定林内には出現し

なかった。草本層の植被率は50～0!!^で1096前後がふつ

うである。量的に多いものはカサスゲ・ヨシ・ノダケ・

タニヘゴなどの中～大型草本と、地表面近くで生活す

るツボスミレ・ハリガネスゲ・コシジタビラコなどであ

る。

典型的な植生断面はFig2に示されているが、周辺部

は地形との関係で一様ではない。残丘の北面とハンノキ

林の南端は極めて密接しており、ハンノキ林の北端の多

くは平坦地で終る(Fig.3)。これはハンノキの個生態よ

りも残丘の南北で下部の光条件や土湿条件が異なるため

であろうと推測される。

以上の概況をふまえ上記の比較検討を経て冬illilのハン

ノキ林はタチアザミ・ハリガネスゲ・ヒメシロネ・タニ

ヘゴ・ハイイヌツゲ・セマドリゼンマイを標徴種及び区

分種としてタチアザミーハンノキ群集にまとめられた。

上位の標徴種の中でハンノキ・ミズバショウ・ツボスミ

レ・ヤチダモ・カンポク・ミゾソバが常在的である。こ

の群集はさらにヨシ・カサスゲ・ヒメシダなどヨシクラ

スの種をもつヨシ下位単位と、ウワミズザクラ・イワハ

リガネワラビ・ヤマモミジ・ミズナラ・ハウチワカエデ

順

Fig.2ハンノキ林植生断面図

ProfilesketchofAl凡【4sノaponicaforest

ハンノキ

カンボク

Fig.5ハンノキ林の群落境界付近（南、北端）

Profilesketchofsouthernandnorthern

endsofAlnusノaponicaforest
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2ミズナラ林(Tab.2)

エゾツリバナーシナノキ群落

Euonymusoxyphyllusvar.magnus-Tilia

japonicacommunity

大潟溜池の南ⅢIjは殆どスギ・アカマツの植林となって

いる。しかし東側にはかなり広い落葉広葉樹林が残され

ており、やがて斜面上のカラマツ植林に連なる。その上

方は|￥び落葉広葉樹林となり、海抜600～700m,の台地

に達する。鳥海Ill矢島登Ill路の2合目木境神社と3合目

駒の-E子杉の中間である。この台地は殆ど純粋なブナ林

であったがほぼ完全に皆伐し尽され、スギ・カラマツの

植林となり背円のブナの巨木群はその面影をとどめてい

ない。ただ使かにこの冬師側の一部に鳥海叢杉を含む林

分があり県指定天然記念物として保護され、さらに下方

大潟柵池までの斜面が伐採を免かれている。ただしこれ

らのブナ林の樹高はそれほど大きいものではない。桑の

木台湿原を含む660m，ほどの平坦地から斜面を500m

ないし450m，まで下った所から始まる平坦地が冬師で

などブナ林の種を区分種とするヤマモミジ下位単位に区

分された。冬師の大部分はヨシ下位単位であり、ヤマモ

ミジ下位単位はミズナラ林中の凹地に成立する大型のハ

ンノキ林である。

ヨシ下位単位ではハンノキの樹高が低いため高木層が

2層に分れない場合が多く、樹冠のうっ閉度も小さく、

林床は割合明るい。周辺をヨシ湿原にljl1まれていること

が多く地形が平坦である場合は群落の特徴がハンノキ以

外に見い出せない場合もある。一方ヤマモミジ下位単位

は高木1層・2層の被度はより大で、周囲が斜面で林床

への日射はさらに少なく、一般に林床植物の活力度は低

下する。特にタチアザミは赦的に多いが湿原に生じる同

種とは異なり剛直さを欠く。その意味でタチアザミのハ

ンノキ林との結び付きはさらに検討する必要があろう。

エゾタツナミゾウ・メタカラコウ・コシジタビラコなど

は鳥海山麓に特に分布が厚く、他には少ないTaxonで

あり群落を考える上で大切な種群と考えられる。

一
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Fig.4エゾツリバナーシナノキ群落断面図
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ある。この始まりのあたりにミズナラ林が存在する。

この森林の優占種はミズナラであるが、一部ではシナ

ノキが優占する。シナノキは林内にDBH70cm以上の巨

木が点在(Ph、29)し、その樹冠の大きさは目を見惟る

ものがある｡これら2種が優占する単純な林相（Ph26．

27）で、高木層のごく一部にベニイタヤ･ハリギリ等が

混じるだけである。地形は小さな凹凸の連続（比高5～

20m)であり、林床の一部に多雨時の流水部や停滞水の

部分があって、ミズバショウが生じているが、高木の構

成には影響がなくハルニレを含む林分が生じるのみであ

ある。急激な角度で1'll地を形成する場合はその平坦地に

前述のハンノキ林やヤチダモ林が成立する。

亜高木層はハウチワカエデとヤマモミジが主であり、

低木層はコマユミ・エゾツリバナ･オオカメノキ・オオ

バクロモジ等が多くいずれもブナ林と大差ない。ただサ

サ類は一般に被度が小さく、林床にはミヤマカンスゲ・

オクノカンスゲ．ミチノクホンモンジスゲ．、ミゾシダ等

が多い(Fig．4）。

この森林は高木層か充分な樹高を持っており巨木を含

む森林であること、群落の構成が均質で植生の撹乱が少

ないと考えられること、面儲的にかなりまとまった林分

があることなどにより県内で屈指のミズナラ林と考えら

れる。ただ原生林というには程遠いことは地元民のきき

とりによって明らかである。この地帯の森林は選択的に

伐採を受けたとのことで、その多くは薪として用いられ、

また炭焼きも艦んであったとのことである。この洲在を

通してミズナラ林域にほぼ一本もブナを発見できなかっ

たことは単に択伐による影響と言ってよいかどうかは疑

問である。そのため筆者は近隣の数ケ所の落葉樹林を調

査し一部を植牛灰分表に登載した。

冬師の東西方向の地形断面はFig.5に模式的に示され

る。仁賀保高原西斜面の桂坂部落付近の標高310m(B

地点Ph.32)にかなりまとまった落葉広葉樹林があり比

較のため調査された。T,胴は15～18m,で植被率は%m、

階層区分は比較的明瞭であった。樹種はケヤキ・ミズキ

・コナラ・ウワミズザクラが多く、ハクウンボク・クリ

を混生している。S層。H届の種構成は冬師のミズナラ

林と共通種が多いが､大滝ufを記されたｴゾｴﾉｷーケ
ヤキ群落にも類似している。ミズナラ・シナノキ等の重

要な種群が欠除することから冬師のミズナラ林とは別個

の群落と考えられた。海岸側であることによる季節風の

影響、火山泥流の時代の違い、人為の種別程度等により、

異なる群落が成立しているものと考えられる。象潟や仁

賀保の低地残丘にはよくケヤキを主とする森林があり、

それとの比較が必要な群落であろう。

G地点は500malt.の仁賀保高原の溜池斜面に成立して

いるミズナラの純林で(Ph.33)、林床をササが制圧し

ており、参考のため調査された。

C地点は冬師群落のすぐ傍で調査地域の最北端から僅

かに離れた所に位世する。その一つは小さな社の防風保

謹の木立で、この中の高木は大部分ブナであった(Ph､SCOo

他の一つはこの社から約100m離れた場所で一部をシイ

タケのホダ木置場とされている森林である。樹高が12m

と低く、林床も撹乱されており、80㎡のH層に37種もの

多くの種を含むことから人為の極めて強い森林と判断さ

れる。しかし、T,層にシナノキ・ブナ・オオヤマザク

ラ．ミズキ・ベニイタヤ・ケヤキ・ミズナラ・クリなど

広範な種を含み、極めて示唆に富む森林と考えられる。

E地点は冬師東方の斜面上の植生で、この植生調査資

料はTab､2にヒメアオキーブナ群集として示された(Ph.31)。

A地点は象潟町の海岸近くで海岸性のシナノキ・エソ

イタヤ林の例として知られている熊野神社境内林を観察
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した。

またF地点(690m)は斜面上の典型的なブナ林で、

ヒメアオキーブナ群集と考え-られる。

これらをA～Fのように海抜高度の順序に並べ、T,・

Ti層の主要樹種について出現の状態を記録したのが下

のグラフである。この状態から考えて冬師の調査地点，

種群’場所
。ケヤキ・クリ

。シナノキ・オオヤマザクラ

・ウワミズザ・クラ

。ベニイタヤ・ヤーマモミジ・

ノ､ウチワカエテ．

｡ミズナラ

。ブナ

ABCDEF

におけるブナの欠如は大変特徴的であるが、本来的なも

のかどうかは疑問を持ち得る。ただ林野土壌の資料によ

れば当該地は乾性～適潤性黒色土や乾性褐色森林土が多

い。この火山灰の影響の大きいせき悪な土壌により一種

の土地的極相としてのミズナラ林が成立したものであろ

う。その際東側斜面(E)では火山泥流の影響は小さく

ヒメァオキーブナ群集の成立を見、傾斜が緩くなって大

量の泥流の堆積した上に成立した平坦地の森林がミズナ

ラやシナノキの優占した森林となり、その後の択伐等の

人為が現在のような性絡を決定づけたものと考えられる。

′Fab.2にあるようにヒメアオキーブナ群集の標徴種

であるヒメアオキ・ブナ・ツルシキミ・ヒメモチなどを

欠くこと、2次林としての色彩があること、コナラーミ

ズナラオーダーの種を多く含むこと等から、この森林を

局地的な独立性の強い群落として認め、シナノキ・エゾ

ツリバナ・ミズキ・トチバニンジン等を区分種として、チ

シマザサーブナ群団に属するエゾツリバナーシナノキ群

落として区分した。エゾツリバナーシプーノキ群落にはコ

ナラーミズナラオーダーの種とともに、マルバマンサク

・リョウブ・ハリギリなどマルバマンサクーブナ群集の

区分種も多い。さらにミヤマカンスケ､・シナノキ・アオ

ダモ・コマユミ・ミズキ・カラスシキミ・ヌスビトハキ．

などﾐﾔﾏｶﾝｽゲ亜群勤区分種を多く含むことから、
マルバマンサクーブナ群集のブナが欠如したタイプと考

えることも可能である。しかしマルバマンサクーブナ群

集は本来ブナ林の上限付近や尾根筋に生じる植生で立地

に大きな差異があり、同一の植生とは認めがたい。種構

成に共通種が多いのは土地条件の貧養性による一面的な

類似と考えている。

さらに本邦の類似した森林について若干の比較検討を

試みた。清津川上流域で記載された代償植生としての

ｵｵバｸﾛﾓジーミズナラ群熱表土が浅く、南向き
の急斜面、乾燥、林内は明るいなど立地条件が異なり、

群団標徴種が全く共通しないことで別個の群落である。

また北海道の海岸から内陸にかけて広い面積のミズナラ

林があり、冬師のエゾツリバナーシナノキ群落と類似し

磯藍繊駕荊患蕊鰹M難＃
エゾイタヤ・シナノキ・ミズナラなどを優占種とする多

数の基群集を記載している。Tl・喝層の種構成には多

くの類似点がみられるがS層のササ類やH層の植物に異

同があり、完全な組成表でないため充分な比較ができな

かった。ただ火山灰に起因する黒色土上のミズナラ林に

ついては今後とも北海道の森林との比較が大事であると

考えられる｡このことについては既に遠山.侍鍋§日本
のミズナラ群落はブナ群落内の土地的極相で地質上は火

山灰地帯、地形上は尾根筋に成立することを説いている。

さらに海岸性のシナノキ・エゾイタヤ林については、

男鹿半蔦7)下北半獣Kどの報告例があるが充分な組成表
を伴ったものがなく、くわしい検討ができない。秋田県

内ではケヤキ・エゾエノキ・サワシバなどの種群、土壌

や風の役割を重視しながら検討する必要があろう。

エゾツリバナーシナノキ群落にはオクチョウジザクラ

が常在的である。オクチョウジザクラは裏日本側要素植

物で、北陸から秋田県まで、主として低地丘陵のコナラ

林に分布する。また一部で発見されたヤブコウジは北海

道にも分布するが、ヤブコウジースダジイ群集の標徴種

である。このような低地の森林と関連する種の存在は単

にこの調査地の海抜高度が低いことや海岸から近距離に

あることのみならず、この地域が繰り返し火山活動によ

る植生破壊を受け、森林の歴史が浅いことにも関連する

ものと考えられる。

5ススキ草原(Tab・5)

ノハナショウブーススキ群集

Iridi-Miscanthetumsinensis

冬師の植生で最も広い面祇を占めるのはススキ草原で

ある(Ph.5-6)。秋季は銀色の穂を波打たせ、美しい

草花が咲き乱れ、古来のカヤ場の面影を今に伝えている

(Ph.8)。ススキ草原は刈取り・火入れ等により持続

する群落であるが、冬師においても同様の人為が働いて
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いる。さらに南側では牛の放牧も行われており、その影

響でワラビが非常に多い(Pho7)oTab3No.13・14に

見られるようにワラビが優占し、植生撹乱のためヨモギ

が多く、有機窒素との関係でツユクサ・イヌタデ等も生

じている。

住民の聞きとり調査によってもススキ草原以前の植生

形態についての情報はない。しかし、ヤマニガナ・フタ

リシズカ・ミゾシダ・ヤマブドウ等過去の森林植生の残

存と思われる厭類がススキ草原の真ん中に現われること、

細流やハンノキ林との接点にはハウチワカエデ・ヤマモ

ミジ・ヤマグワ・チシマザサなどが生じること、部落の

周辺には前述のようにブナやミズナラの森林が残ってい

ることなどから、そう遠くない過去にこの地も落葉広葉

樹林であったことがうかがわれる。

ススキの成長はよく草高は1～1.7m,に達し、2肘。

3層の階層構造を作ることがある。群団やクラスの標徴

種の中で、ワラビ・トダシバ・オトコヨモギ・ススキなど

は上層を常在的に優占し、ミチバツチグリ・キジムシロ

・ヒカゲスゲ・スミレなどは下層に常在または優占する。

場所による種構成の差は少なく極めて均一な植生である

ことは明らかである。

我が国のススキ草原は植生分類上ススキ群団にﾙ鮒し、

冬師においても群団やクラスの標徴師は殆どin現してい

る。群集標徴種であるノハナショウブ・オオナンバンギ

セルの他にカセンソウ・スズサイコ・ヒキヨモギを区分

種として、冬師のススキ草原はノハナショウブーススキ

群集に比定された。さらにヨモギ・ヒメシダなど7種が

常在的であることから、その中のアキタブキ亜群集に属

するものと判断された。

土壌水分、積雪hl、土壌の厚さ等の立地条件による植

生の下位区分は一部可能と考えられる点もあった。ミズ

タマソウを生じるやや湿潤な部分、ササ類を下部に残存

させる南向きの乾燥した斜而、ヤマニガナやフタリシズ

カを生じる北向きの斜面などはその例である。南斜面で

は土壌の表面は乾燥して硬く、淡褐色を示し、長茎草本

は疎で直立し草高がやや低く、地表に接した草本も疎で

日当りがよい特徴がある。反対に北向き斜面はススキ・

トダシバ．ワラビ・ヤマハギなどが密生し、土壌は黒色

で厚く軟かく、地表に接するキジムシロ・ヒカゲスゲ・

ミツバツチグリなども殆ど地表が見えない位に生じる。

立地の上からは明らかに区分できるものであるが、残丘

の東西方向での連続の仕方、微地形との対応など分析不

充分の面が多いこと、適当に対応する区分種を見い出せ

なかったこと、南而に生じる小形のササ類の同定ができ

順

なかったこと等から今後の課題として特に区分しないこ

ととした。

ススキ草原のごく一部に存在するシバ草地については

同じノハナショウブーススキ群集アキタブキ亜群集に属

するシバが優占する下位単位として認め、シバ・アリノ

トウグサ・オキナグサ・フシグロ等11種によって区分し

た。シバ下位単位は年に2l"l以上の刈取りによって生じ

る群落と考えられる。

ノハナショウブーススキ群集は保水力の大きい火山灰

地に見られるとされ製群集標徴種の中からエゾリンド
ウ・ヤマハハコ・ナンブアザミを欠く点は懸念されるが、

エゾリンドウは隣接する湿地に生じ、ヤマハハコは仁

賀保高原のススキ草原でよく観察される。ナンブアザミ

の立地がススキ草原であるかどうかは多少疑問が残る。

冬師はノハナショウブーススキ群集の典型的な草地植生

として貴重な存在と考えられる。秋田県内では他に男鹿

半島寒風u協ｽｽｷ草原が同一の群集と同定されている。

4低層湿原

調査地域には人工的な溜池が5ケ所あり、潅慨用水と

して用いられ、一部はジュンサイ採りに利用されている。

その他に自然に生じた凹地に小さな池沼があり湿原植生

が発達している。それらは種々な堤度に湿性系列の遷移

途上にあり、立地と種組成から下の四つの植生に区分さ

れた。

(IIミカズキグサーミズゴケ類群落(Tab.4)

Rhynchosporaalba-Sphagnacommunity

大潟溜池の南北l1i,J側に小草本とミズゴケ類に被われた、

一見高層湿原状の相観を呈する湿原が数ケ所ある(Ph.

13．14)。小さいもので巾5w,長さ2077!,、大きいもので

も巾60771,長さ100m程度の小規模なものである。これら

はいずれも縁辺部が開水域となっており、上を歩くと全

体がゆれ、全域をミズゴケに被われたいわゆるミズゴケ

堆の浮畿考えられる｡H届の被度は40~85%で低い方
が多い。ごく稀にコケ類を欠く場合もあるが殆どはM層

にミズゴケがカーペット状に拡がっている。ミズゴケを

欠く場合にはヤチスギラン(Ph.16)*>Eriocaulon

(Ph.17)、フジハイゴケなどが密生したクッションを

作っている。

本邦の浮島については三濃)中鍵の生態学的研究が
あり､成因などについての考察がなされている｡生胤こ
よればそれは大別して①挺水植物群の分離②根茎集団の

剥離浮上③小池塘群の成長による残存島の分離となって
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いる。冬師の場合はミツガシワが多いこと、池沼の水深

がIm程度と浅いこと、一様にミズゴケに被われている

こと等から②によるものではないかと推側している。浮

島の植生学的研究は数少なく､吉岡.小開による柵烏
県蓋沼､伊藤.梅凋)による北海道浮島湿原の研究が見
られる程度である。蓋沼は東北地方の同海抜地であり、

冬師と良く似ている状況は推察できるが完全な組成表が

なく、充分な検討はできない。浮島湿原は浮島そのもの

の研究ではないが、浮烏をもつ小池塘が多い湿原の植生

として注目されるが、群藩を特徴づける亜要な師賊につ

いて差異が目立ち全く別個の湿原植生と考えられる。

冬師の3ケ所から得られた植生調査資料の中から17の

standを選び区分表を作成した(Tab.4)。この群落

内で発見されたミズゴケ頬はサンカクミズゴケ・シタミ

ズゴケ・オオミズゴケ・ウロコミズゴケ・アオモリミズ

ゴケの5種であるが、この他にヒメミズゴケとコアナミ

ズゴケの所産が確認されている。これらはほぼすべて低

層湿原性のミズゴケ雛ある｡この群落はﾐスゴｹ頬と
Eriocaulonによって特徴づけられる。Eriocaulonは2

つのTaxonに分けられ、一方はEriocaulonmiquelian-

umイヌノヒゲに近いもので、イヌノヒケsp.として表示

した。他方は上方から花を見た場合に総芭内が黒色に見

えるE.m.var，atrosepalumタカユイヌノヒゲに近い

'Paxonで、これをタカユイヌノヒゲsp.とした。a者と

も子房の発達は常に不充分で柱頭はl～2が普通である。

この群落はミカズキグサ(Ph.18)が常在的でモウセ

ンゴケ・イヌノヒケsp.とともに区分穂とされへミカズキグサ

ーミズゴケ舶群落としてまとめられた。さらにマンネン

スギとオオミズゴケを区分種とする、やや乾燥したBull

的性格の植生(Ph，15)、最も広い面積をもち他に特別

な種の組合せをもたないサンカクミズゴケを区分極とす

る部分、シタミズゴケ・エゾシロネを区分種とする、よ

り湿潤な部分、ヤチスギランに一部アオモリミズゴケを

含む湿潤な部分(Ph.16)の四つの下位地位に区分された。

ｼﾀﾐズブｹやｱｵﾓﾘミズゴケはより湿潤な立地を好

み、次にサンカクミズゴケ、さらにわずかな凸部を総て

オオミズゴケを主とする植生に変わる(Fig.6，Ph.20)。

オオミズゴケを主とする部分は小さな凹凸の連続で草本

が生じるのはI'll部に多く、全体として乾燥状態で柚被率

力抵い。

従来我が国で報告されているRhynchosporaVErio-

caulonに注Uして分顛された低地の植生には、例えば

ヤチスギランーイトイヌノハナヒゲ群落、オオイヌノハ

ナヒケーコイヌノハナヒゲ群潔)ｻギｽゲー ｵｵｲﾇﾉ
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鳥海山麓冬師の植生

ﾊﾅﾋゲ群駄どがあるが､、これらは洪積台地の薄い
泥土上にミミカキグサなどと共に生じる植生で殆どミズ

ゴケ類を含まず全く別個の群落である。僅かに類似する

雲職濁曾蝋職蟹
ズゴｹーﾉﾊﾅショウブ群親よど､新潟県や青森県の
植生に散見される。ミカズキグサーミズゴケ類群落とこ

れらの植生とには穂構成上の多少の違いが見られるが、

ともに低地に生じるミズゴケ湿原として今後の研究が必

要であろう｡またﾐｶヅｷグｻ分群製された植生には
共通する性質を見い出せるがSphanumの称名について
の記載がなく比較できなかった。

冬師のミカズキグサーミズゴケ瀬群落は火山泥流地形

の凹部に形成された湿原で、可給態養分のIfllからは初生

貧養湿胤同様と考えられる｡ただ海抜高度の不足､火
山泥流後の歴史が浅いことにより、ツルコケモモ・ホロ

ムイソウ・ヤチスゲなどホロムイソウクラスの植物が生

ぜず、ヨシクラスのサワギキョウ・クサレダマ・ヨシな

どが常在的になり、基盤の貧養の故にSphagnum-Er-

iocaulon-Rhynchosporaという特徴的な種組成にな

ったものと考えられる。以上からこの群落は高層湿原や

中間湿原という範畷には入らないものと考える。

(2)アゼスゲーミズゴケ類群落(Tab.5)

Carexthunbergii－Sphagnacommunlty

池沼の周辺にはアゼスゲの優占する群落が多く、これ

らは水位の変動を伴う立地に生じるものとされている。

冬師にも該当する植生は多く見られるがいずれも面積的

には小さいものである。2ケ所から7個の資料を得て、

Tab、19にまとめられ、アゼスゲーミズゴケ類群落と命

名された(Ph.19)。アゼスゲの優占するこの群落はサ

ンカクミズゴケを主とする下位単位とシタミズゴケを区

分種とする下位伽位に識別できた。後者はより湿潤な立

地で一部ではアゼスゲに代ってオニナルコスゲが優占す

る場合がある。いずれも川現種類は6～8種と少ない。

一方ススキ草原の一端にアゼスゲが優占し、夏にノハ

ナショウブの開花が目立つ植生が観察される(Ph.9)。

洲査の結果、この立地は季節的に湛水することがあるが、

泥炭の堆械は殆どなく、ミズゴケを生ぜす、微地形に対

Table5LOW-MOOR(2)

Carex上hunbergii-Sphagnacommunlty

低層湿原（2）

アゼスケーミズゴケ頚群蒲

Standnumber調査番号

Date：month/day（1979）調査ﾉl｛I（1979）

Altitude(、）海抜筋腫、

Area(㎡）淵査師柵㎡

Herblayer:HeiBhKm)草本層の商さm

Coverage(*)〃柚被率完

Mosslayer:Coverage(JK)コケ騎械被率％

TotalnumberofspeciesHi現馴致

Diff･spp・ofCarexthunbergii-Sphagnncommunityアゼスケーミズゴケ瓢鮮落区分繭

Carexthunbergiiアゼスゲ

Diff.spp.oflowervegetationunits下位単位区分報

Isachneglobosaチゴザサ

Lastreathelypterisﾋﾒｼグ

Sphagnumapiculatumサンカクミズゴケ

Galiumtrachyspermumヨツバムグラ

Sphagnumsubobesumシタミズゴケ

Companlons随伴稲

PhragmltesCommunlsﾖｼ

Triadenumjaponicumミズオトギリ

LySimachiavulgariSvar,davurlcaクサレダマ

Carexvesicariaｵﾆﾅﾙｺｽｹ

MenyanthesLrifoliataミツガシワ

Nymphaeetetragonavar･angustaヒツジグサ
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鳥海山麓冬師の植生

応してノテンツキ・カリマタガヤ・ヌメリグサ・ヤマイ

など別個の植生要素が出現することが多く、沖械地で記

録されたチゴザサーアゼスゲ群集とともに後口検討する

課題とされた。

(3)タチアザミ・ヨシ群落とカサスゲ・アゼスゲ群落

(Tab.6)

Cirsiuminundatum-Phragmitescommunis

community

Carexdispalata-C.thunbergiicommunity

前出の低屑湿原植生はいずれも小～'I'形草本群落であ

るのに対して、冬師の湿原の大部分を占めるのはヨシや

カサスゲなどの大型草本の優占する植生である。6ケ所

から得られた17の資料はTab、6にまとめられ､二つの群

落に区分された。

タチアザミ・ヨシ群落はタチアザミ・コウヤワラビ・

ミソハギ・シロネを群落区分種とし，クラス標徴種であ

るヨシとの組み合せで命名された。従来全国各地で記録

されているヨシを優占種とする群落は千差万別で植生分

類上の体系にはほど遠いものがある。冬師におけるヨシ

優占群落は池沼の挺水植物群落としてではなく、I"l地全

体を覆う高茎草本群落として出現する(Ph.ll)。高茎草

本もヨシの他にタチアザミ・カサスゲ・クサレダマ・シ

ロネなど常在的に生じる種や一部に生じるハンゴンソウ

・シロバナサクラタデ・ウキヤガラなど多く、一般にヨ

シの被度は大きくはない(Ph.12)。タチアザミ・ヨシ群

落はハンコン､ノウ・シロバナサクラタデ．アキノウナギ

ツカミ等を区分種とするハンゴンソウ下位単位、サワオ

グルマ・ミズゴケ・オオチドメなどを区分種とするミズ

1、

N

()．l)、

Fig.7低層湿原・ススキ草原隣接部分模式図

Profilesketchofneighbouringparts

oflow－moorandgrasslarld

ギク下位単位、さらに特別な区分種を持たない典型下位

単位に細分された。ハンゴンソウ下位単位は第一層のう

っ閉の度合に多少のバラツキがあり、植生が乱されてい

る部分と考える。ミズギク下位単位はわずかながら全体

として傾斜をもち、草高が低く、出現種数が多く、相観

的には別の群落に見える。しかしこの群落は群落区分種

を共有し、将来泥炭が堆積し、高茎草本の密生度が充分

になった段階で、現在の典型的な部分に近づく遷移途上

のものと考えられ下位単位におかれた。

カサスゲはアゼスゲと共にこれらの低層湿原でほぼ常

在的に出現するが上記のタチアザミ・ヨシ群落の区分種

や下位単位区分種の全く出現しない群落があり調査され

た(Pho10)。これらはヨシクラスの中で大形スゲオーダ
14）

－に届する植生と考えられる。奥田はカサスゲを標徴種

としてカサスゲ群集を記載しており、この植生と比較され

た。カサスゲ群集の標徴極はカサスゲ1種で、亜群集標徴

廠としてオニナルコスゲ・コウヤワラビ．セイタカアワダ

チソウ・ニガクサ・ハンケショウ・シロネなど、上級単位

の標徴種としてクサヨシ・マコモ・ショウブ．イヌスギナ

･セリなどが出現しており、これらはいずれも沖積低地の

植物であり、調査地である多摩川流域にふさわしい種類

と考えられる。他方冬師のカサスゲ優占群落には上記の

診断種群はいずれも出現せず、冷温帯域での同系統の群

落として、カサスゲ・アゼスゲ群落として記録すること

とした。この群落の南北1,1,1端においてススキ草原と接す

る状態が観察され断面図として表わされた(Fig7)。こ

れらはl川らかに光条件など環境による差異が示されてい

る。

以上の低晒湿原植生は植生断片を含めて考えると秋田

燐
F 〉s

A:ヤマハギB:ススキC:アセスゲ・チゴザサ・

クサレダマ・ヒメシダD:カサスゲE:ヨシ

F:オオカサスケ・クサレダマ・ミソハギ

G:ﾋﾒｼグ･ｺｳﾔﾜﾗビ
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県内の至る所に生じる普編的な群落形態であり、この報

告を叩き台として大方の検討を待ちたいと思う。

V現存植生図について

以上の植生分類を基にして調査地域の現存植生図が描

かれた(Fig.9)。範囲は冬師部落から南へ向う道路を東

端とし、上坂部落を経て大潟溜池西端への道路に挟まれ

た部分である。この地域は北から南へ緩い傾斜をなし、

火山泥流末端の地形である小丘と凹部が連続して拡がる。

面積は南北約3帥、東西約2kmでほぼ600加である。

西及び北側の水田及びそれに附随する小面祇の雑草群

落・休耕田群落などは未調査のため範囲外とし、一括し

て水田とした。5つの溜池や小さな池沼における水生植

物群落、周辺の挺水植物群落は他に比して面積的に狭い

ため開水面にふくめた。水生植物群落の中で、浮葉植物

としてはヒツジグサ・ヒシが一般的であり、浅い池沼に

はジュンサイが多い。特に自然度の高い湿原性の池沼に

はフトヒルムシロの純群落が見られる。沈水草本の種類

は少なく、フサモの鼠が多い。これらの群落組成につい

ては精査し得なかったので特別な記載はしなかった。

民有林の一部や国有林内にアカマツやスギの人工造林

が行われ、一部国有林の皆伐も進行中である。スギ植林

は一般に手入れが悪く、積雪や土壌のため成長も良くな

い。林床植生も殆ど生ぜず他地域のスギ林と比較のため

の充分な資料が得られなかったので単にアカマッ及びス

ギの人工林として図示するにとどめた。

現存植生図に示されたように、面積の上からはノハナ

ショウブーススキ群集が最大を示す。これは残丘を中心

として湿地を除くすべての範囲を護う。タチアザミーハ

ンノキ群集の面杭はこれにつぐ、細い水路沿いにハンノ

キ林やヒメアオキーブナ群集の断片が生じるが、幅の狭

い森林形態のため図示できないことが多かった。大潟溜

池の東側にはエゾツリバナーシナノキ群落があり、同様

の森林は図の北端即ち部落の南隣りにも残生している。

ミカズキグサーミズゴケ類群落とアゼスゲーミズゴケ類

群落、タチアザミ・ヨシ群落とカサスゲ・アゼスゲ群落

のそれぞれはまとめて図示された。

冬師においては微地形に対応して、主として地下水位

により、ヒメアオキーブナ群集一エゾツリバナーシナ

ノキ群落一→タチアザミーハンノキ群集という森林の配

列が観察できる。草本群落でも同様にノハナショウブー

ススキ群集一タチアザミ・ヨシ群落（カサスゲ・アゼ

－

A
B CD
D『

EF
［_一－一一一』L－

] －

G

Fig.8冬師における植生配分模式Sketchofdistributionofvegetations

A:FaguscrenataforestB、D、F､K:Quercusmo昭o"cavar.gr,ossese〃αtaforestC，E､M、O、
S:Alnusノapo〃ZcaforestG：Low－moor(floatingmeadow）H、J､L、N、P、R、T:Misca瓦thus

sinensisgrasslandI:AquaticvegetationQ:Low-moor(tallandmidgrassvegetation)
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鳥海山麓冬師の植生

スゲ群落）一ミカズキグサーミズゴケ類群落（アゼス

ゲーミズゴケ類群落）の系列が指摘できる。これらの植

生配分の模式はFig.8で示された通りである。

以上はフロラ調査を兼ねた20回の現地踏査とナチュラ

ルカラーの空中写真の読みとりによって行われた。しか

し一部に踏査できなかった林地があり、これらは図上で

はハンノキ林とミズナラ林以外の落葉広葉樹林として示

された。また冬師にはハンノキ林やミズナラ林の高木や

低木、ゴウソ・ヤマテキリスゲ・カサスゲ・ミゾソバ・

ヤマドリゼンマイ・ヨシ・ススキ・トダシバなどの草本

が複雑に小面積のモザイク状に入り組んだ部分が数多く

見られる。これには小丘・小凹地・細流などの地形も複

雑に作用しており、細分して図示することは不可能であ

り、また林冠も不規ⅡIJで明らかに異なる植生単位に属す

る部分の集合であるので、これも上記の落葉広葉樹林に

含めて示した。将来の梢査によってズミやヤマテキリス

ゲを中心とした新しい群落が整理された段階でミクロな

分析が可能となろう。

Ⅵまとめ

鳥海山の北側山麓に広がる秋Ill県冬師の植物社会学的

な植生調査が行われ、主な植生単位として下のような群

落が区分された。

I森林植生

laタチアザミーハンノキ群集

2aエゾツリバナーシナノキ群落

2草原植生

H I

－ －ー

JLM

2aノハナショウブーススキ群集

3湿原植生

3aミカズキグサーミズゴケ願群落

3bアゼスゲーミズゴケ類群落

3cタチアザミ・ヨシ群落

3dカサスゲ・アゼスゲ群落

冬師は鳥海Ill北東面の噴火によって起った火山泥流に

より谷部が埋ってできた泥流地形で、全体として広い平

坦な凹部で(35077i,～450malt.)、細かく見ると小さ

な残丘と小凹地の連続地形となっている。土壌は火山灰

を主とする黒色土で概して貧従である。相観上からはハ

ンノキ林・ミズナラ林・ススキ草原・湿原に区分できる。

これらは微地形による地下水位に従った配列を示し、個

々の植生内では均質な種組成を示す。

ハンノキ林は関東・東北・北海道のハンノキ林と比

較され、岩手県で記載されたタチアザミーハンノキ群集

と|m|定された。タチアザミ・ハリガネスゲ・ヒメシロネ

・タニヘゴ．ハイイヌツゲ・ヤマドリゼンマイが標徴

諏及び区分種とされた。さらに群落の南北端の断面模

式1-4が描かれ、環境及び隣接群落との関係が検討され

た。

ミズナラ林はシナノキ・エゾツリバナ・ミズキ・コマ

ユミ．マルバマンサクなどコナラーミズナラオーダーの

稲やマルバマンサクーブナ群集の標徴諏を主な区分種と

してエゾツリバナーシナノキ群落として示された。隣接

斜lillに生じるヒメアオキーブナ群集とはブナ・ヒメモチ

・ツルシキミ等の欠如により識別された。チシマザサー

－｡ －'ー司 一■－4■■■■■■■■■■－
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鳥海山麓冬師の植生

ブナ群団に属し、多少の人為的影響を受け、貧養な立地

に生じる植生と判断された。

冬師の大部分を被うススキ草原はノハナショウブース

スキ群集のアキタブキ亜群集に属する植生として示され

た。一部にシバを含む下位単位が区分されたが、これは

刈り取り回数などの人為の度合の差異と考えられた。

低層湿原はヨシ・タチアザミ・カサスゲなどの大型草

本が優占するタチアザミ・ヨシ群落とやや草高の低いカ

サスゲ・アゼスゲ群落とに区分された。このような群落

は東北地方のブナ帯以下ではかなり普遍的な群落形態で

ありながら報告がないため、比較検討が不可能であった。

さらに冬師の特徴的な群落としてミズゴケ類におおわ

れた浮島状の湿原が調査され、ミカズキグサーミズゴケ

類群落とアゼスゲーミズゴケ類群落が区分された。いわ

ゆる初生貧従湿原に類似するが、ホロムイソウクラスや

ヌマガヤオーダーの種を殆ど含まないことを主な理由と

し、ミズゴケの種顛や種組成から判断して低層湿原とさ

れた。

以上の資料から現存植生図と柿生配分模式図が描かれ

た。

Ann.Rep･AK1TAPref．Mus.No.5pp107-1321980

TheVegetationofToushi

JhunTakada

Summary

ThevegetationofToushi,AkitaPrefecture,NortheastJapan,wasresearchedwithphytosociolog-

icalmethod．ToushiliesatthenorthernfootofMt･Chohkai(2230malt.).Theauthorfoundoutthe

principalplantcommunitiesinToushionthebasisoffieldsurvey,asfollows:

1.ForestVegetation

1a.Cirsio-Alnetumiaponicae

1b.Euonymusoxyphyllusvar.magnus-Tiliaiaponicacommunity

2.GrasslandVegetation

2a･Iridi-Miscanthetumsinensis

3.MoorVegetation

3a・Rhynchosporaalba-Sphagnacommunity

3b.Carexthunbergii-Sphagnacommunity

3c・Cirsiuminundatum-Phragmitescommuniscommunity

3d.Carexdispalata-Carexthunbergiicommunity

ThetopographyofToushiconsistsofthevalleryburiedbythevolcanicmudflow,whichwas

occuredbyvolcanicactivityofMt.Chohkaionthenortheastside.Asawholeitisawideplane

(350m-450malt.).butindetailsmallhillanddalesaredistributedcontiniouslv.Thecheifsoilsof

Tohshiaretheblacksoils,andtheirmainmaterialisthoughttobevolcanicash，Ingeneralthe

blacksoilisoligotrophic.ThevegetationofToushiaredividedintoAlnusノaponicaforest,Quer-

cusmongolicavar・grosseserrataforest,low-moor,Misca凡tﾉlussinensisgrasslandonphysiognomy.

Theyarearrangedaccordingtotheundergroundwatertablebymicro-topographyofeachhabi-

tat.Eachofthemhascomparativelyhomogeneousfrolisticcomposition･

AlnusノaponicaforestofToushiwascomparedwitheachoneofKantoh,Touhoku,Hokkaido

Districtonthefloristiccomposition,itwasidentifiedwithCirsio-Alnetumノaponicaeassociation

whichwasreportedfromIwate,neighboringprefectureofourarea．α7s虹minundα虹m,Carex

capt"αcea,Lycopusmaac厩anus,Dノツopteristokyoensis,Irexere"αtavar・paludosa,Osmundastrum

a凡凡αmomeumvar.んんiensewerecharacteranddifferencialspeciesofthisvegetation.Profile

-123-
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skechesofthevegetationineachsouthernandnorthernendsweredrawn,andtheinfluenceof

environmentsandneighbouringvegetationswereexamined.

Quercusmongolicavar.grosseserrataforestwhichhavethefollowingspeciesasdifferential

species,＆jonymusoxypﾉlyllusvar.mag凡哩s,T鯉αノαponica.α『"uscontroversa,Euonymusαめα－

tusform,ciliato-dentatus,Hamamelisノaponicavar.obtusata,uﾉasconsideredEuonymusoxyphy-

llusvar・magnus-Ti"αノaponicacommunity.Mostoftheirspeciesarebelongedtothecharacter

speciesofQuercetaliaserrato-grosseserrataeandHamamelio-Fagetumcrenatae.FromAucubo-

Fagatumcrenataewhichgrowsonnearhillside,thiscommunitywasdistinguishedbylacking

inFagusere凡atα，〃exleucoclada,Skimmiaノaponicavar.repensetc.．Itwasunderstoodavege-

tationbelongingtoSasetokurilensae-Fagioncrenatae,beingreceivedhumandisturbancemore

orlessandgrowingonoligotrophicsite.

MiscantﾉlussinensisgrsslandoccupiesthegreaterpartofToushi.Thevegetationwasstudied

asthebelongingstoPetasitesノaponicusvar.g店α凡tusofasubassociationunderIridi-Miscanthetum

sinensis.DivisionofthelowervegetationunitcontainingZoisiaノαponicawasconsideredwith

adifferenceoftheinfluenceofbioticpressures;mowing,grazingandfiring.

Inlow-moorofToushi,thefollowingfourvegetationswereinvestigated:

3c)α応虹、加哩刀datum-Phr､agmitescommunity,whichisatallgrassvegetationconsistingof

Phragmitescommunis,Cirsiuminundatumetc・o

3d)Ca『､exdispalata-Caﾉ-exthunbeﾉ官瓦community,inwhichmid-grassesaredominant.

Twovegetationsabove-mentionedwereconsideredvegetationsexistinggenerallyincool-temp-

erateareasofTouhokuDistrict,buttheauthorcouldnotstudythecomparisonwithfloristic

compositionbecauseoffewdatahavingbeenreported.

3a)Rhynchosporaalba-Sphagnacommuniy

3b)Carexthunbergii-Sphagnacommunity

ThetwovegetationsformthefloatingmeadowcoveredwithSphagna・Theauthorthoughtthem

remarkablevegetationsofToushi･InspiteofthesimilaritytothePrimaryOligotrophicMoor

onphysiognomy,theywereconsideredlow-moorvegetationslackingofspeciesofScﾉzeucﾉizerie-

teapalustrisandMoliniopsietaliajaponicaeinfloristiccomposition.Thevegetationswerefoun-

dedlow-mooronthekindsofSphagnaandonthefloristiccompositionofthem.

Fromtheabovedata,thevegetationmapandtheprofilesketchofdistributionofvegetations

werefinished.

引用文献

l相沢陽一他：1976小千谷の植生、小千谷の自然

ppl95～236

2．秋山好則・鈴木由告：1975～1977会津盆地のハン

ノキ林（1～3）福島生物Nal8pp17-21、No.19

pp5－8、No.20pp19-24

3，浅野一男他：1969菅平湿原の植物生態I植物社会

菅平高原生物実験所研報Na3pp11-28

4・生嶋功:1977浮芝と浮島

沼田真編、群落の遷移とその機構pp97-100

5，石川茂雄：1974然ケ岳の植生、昭和48年度自然環

境保全地域指定候補地調査報告書ppl－44

6，伊藤浩司・遠Ill三樹夫:1966日本森林植生雑記(3)

北大農邦文紀要、Vol.6No.1pp47-62

7伊藤浩司・梅沢彰：1969浮島湿原の植物群落学

的研究(1)、北大農邦文紀要vol.7Na2pp147-188

8，伊藤浩司:1977亜寒帯・寒帯の湿原、石塚和雄編

群落の分布と環境ppll9－125

9・越前谷康:1975、大滝山生活環境保全林整備計画

書、秋川県

10.:1976秋田県玉川におけるハルニレ林

とその立地秋田自然史研究Na7.pp1-6

-124-



鳥海山麓冬師の植生

大農植物学教室

31.館脇操他:1966奥日光の植生、北大農演習林報

告vol.24pp291-497

32，館脇操他:1967網走湖畔鉄道防雪林の植生、北

大農邦文紀要vol.6Na2pp284-344
33・館脇操・五十嵐恒夫:1971北大天塩・中川地方

演習林の森林植生、北大農演習林報告vol.28Na1

pp1-192

34.I1973北海道石狩国野幌森林の植物学的

大場達之:1967北海道の低地林、宮脇Il(]編原

色現代科学大事典3．植物p217

:1973清津川上流域の植生、がi津川ダム

計画に関する学術調査報告書pp57-126

奥田重俊他:1970津軽半島、岩木山、十二湖の植

生､津軽半島雲.岩木山自然公園学術調査報告ppl-40

:1978関東平野における河辺植生の植物

社会学的研究、横浜国大環境科学研究センター紀要

vol4Nalpp43-112

K・Saito,K･YoshiokaandK･Ishizuka

1965EcologicalstudiesontheVegetation

ofDunesNearSarugamori,AomoriPrefe-

ctureEcol.Rev・vol.16Ntt3ppl64-180

斎藤員郎:1977a湿原、石塚和雄編群落の分布

と環境pp242-261

:1977b湿原の遷移、沼田真編群落

の遷移とその機構pp44－54

M･Saitoh,S・Hasegawa,T・Kon:1969

EcologicalstudiesinByobu-sanAreal

VegetationoftheKakurenumaMoor青森県

生物学会誌vol.11Nalpp8-1

M.SaitoandS.Ishikawa'.1969Ecological

studiesinByobn-sanAreaVMoorVegeta-

tioninByobu-sanArea弘前大学教育学部紀要

第21号B、pp97-104

阪口豊：1974泥炭地の地学東京大学出版会

佐々木好之：1973植物社会学同図表、共立出版

新庄久志:1978釧路湿原におけるヤチハンノキ林

1、釧路市立郷土博物館紀要、Na5pp31-44

進藤熊太郎:1976～1977湿地林の生態学的研究

（第1.2報）聖園短大紀要Nq6pp29-40、Nq

7pp31-45

鈴木兵二・松田行雄：1962諏訪地方のミズゴケ相

と湿原の比較、植物分類地理vol.20pp228-233
鈴木由告・新井二郎:1972東京およびその周辺の

ハンノキ林、東京都高尾自然科学博物館々報Na4

pp1-26

:1976千葉県のハンノキ林一その立

1］．

12．

13．

14．

研究、札幌営林局

35．遠山三樹夫・持田幸良!1978北海道胆振東部の落

葉広葉樹林､吉岡邦二博士追悼植物生態論集PP134
-149

36，中野治房:1919浮島の生態学的研究、植雑vol.33

Na389pp87-111、Na390pp119-134、Na391

pp147-159

37.:1944草原の研究、岩波書店、東京

38．新潟県上越生態研究会:1972上越の植生、新潟の

自然第2集pp96-131

39・沼田真・岩瀬徹：1975湿地林、図説日本の

植生pp6465

40・牧田肇他:1976丘陵地河辺のハンノキ林・ハル

ニレ林とその立地にかかわる地形東北地理vol,;!8

No.2pp83-93

41.松山忠:1975冬師の植物、秋田県自然環境保全

地域等調査報告書Nalpp35-58
42・三浦修・菊地多賀夫：1978．植生に対する立地と

しての地形､吉岡邦二博士追悼植物生態論集pp466
-477

43，三木茂：1929深泥ケ池、特に浮島の生態研究

京都府史蹟名勝天然記念物調査報告pp60-155
44，宮脇昭:1969植物群落の分類一とくに方法につ

いて一沼田真綿図説植物生態学pp235-278
45，宮脇昭他1971武蔵丘陵森林公園予定域の植生調

査および緑化･自然復元計画報告書､日本公露地協会

46.A.MiyawakiandS.Okuda:1972:Pflanzensoz-

iologischeuntersuchungenuberdieauen-veg-
stationdesflussesTamabeiTokyo,miteiner

vergleichendenbestrachtunguberdievegeta-
tiondesflussesTone,Vegetatiovol.24Na4
~6pp229-311

47、宮脇昭他:1973男鹿半島の植生、男鹿半島自然

公園学術調査報告pp101-144
48宮脇昭・鈴木邦雄-.1974千葉市の植生、千葉市。

49宮脇昭他：1976長野県の植生図第4集、長野県

50．宮脇昭：1977富山県の植生、富山県

51.宮脇昭他!1977姥屋敷の植生、横浜植生学会

52宮脇昭･奥Ill亜俊11978日本植生便覧至文堂､東京
53．宮脇昭他!1978八幡平の森林植生、吉岡邦二博

士追悼植物生態論集pp85-106
54，望月陸夫：1979秋田県羽後町五輪坂周辺の植生と

植物相、秋田植生研究会

55．吉岡邦二・小林勝!1954蓋沼の浮島、福島大学
理科報告Na3pp1-6

15．

16.

17．

18．

1Q
土色』.

ｎ
Ｕ
１
１
Ｇ
ム

○
ぬ
ワ
ム
ｎ
乙

23.

24.

25.

26.

地一新版千葉県植物誌、pp103-114
27，瀬沼賢一・片桐義昭：1977本niiii周辺の湿原植生

新潟県生物教育研究会誌、Nal2ppl-8
28，高田順他:1974秋田市金足女潟の植生、秋田自

然史研究会

29．館脇操:1958札幌円山の森林植物学的研究

札幌円山の自然科学的研究、pp3－94

1961支筋湖を中心とする森林植生、北30.

－125－



高 田順

Ph.1冬師北端より南を望む

Ph.2仁賀保高原より冬師の全景
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P h.3火山泥流断面 Ph.4岩石の露出：春季
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Ph.5広大なススキ草原
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Ph.7南側のワラビが多い部分 Ph.8草花が美しい

ヒメシオン、オミナエシ、カセンソウなど
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Ph.9アゼスゲが優占している。開花はノハナショウブPh.10カサスゲ・アゼスゲ群落

Ph.12タチアザミ・ヨシ群落の内部Ph.11タチアザミ・ヨシ群落
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Ph、14ミカズキグサーミズゴケ群落内の池沼Ph.13ミカズキクサーミズゴケ類群落
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Ph、15オオミズゴケとマンネンスギ Ph.16ヤチスギラン

Ph.17Eriocaulonsp.

Ph.18ミカズキグサ

Ph.19サギスゲ Ph.20左側：サンカクミズゴケ右側：オオミズゴケ
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Ph.21ハンノキ林の遠望

Ph.22春のハンノキ林

Ph.23春のハンノキ林の林床

琴FI1F血
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I可 田 順

Pn、2-¥局所的なミズバショウ

Ph.25樹高20mをこすハンノキ林
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Ph.26エソツリバナーシナノキ群落

Ph.27エゾツリバナーシナノキ群落の林内
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Ph.28ハンノキ林の縁に見られるシナノキ Ph.30冬師の社の保護樹一ブナ

Pho31海抜500m付近ヒメアオキーブナ群集

Ph.29伐跡に残されたシナノキの巨木
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涛喜鐘：
筆打叫

11

Ph.32桂坂の落葉広葉樹林 Ph.33仁賀保高原のミズナラ林
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